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	02_別紙２_各団体長宛依頼文_0705
	03_別紙２_依頼文別紙_制度概要
	令和３年度博多マイスター制度の概要
	２．認定基準
	(1)  令和３年４月１日現在で１年以上福岡市に居住又は就労されている方。ただし、市の指導により、最近５年以内に市外に移転した事業所で１年以上就業している方及び市内と市外の事業所を行き来しているが、主として市内の事業所で１年以上就業している方も含む。
	(2)  技能・技術に関して以下のいずれかの表彰を受賞された方
	ア． 福岡市が実施する技能功労者表彰又は技能優秀者表彰
	イ． 都道府県が実施する優秀技能者表彰
	ウ． 厚生労働省が実施する卓越した技能者表彰
	エ． 褒章

	(3)  後継者育成に意欲を有し、技能伝承の能力に優れている方
	(4)  マイスターとして活動するのにふさわしい人格を備えている方
	(5)  マイスター活動として技能を公開できる方
	(6)  現役の技能職者で、今後も一定期間、技能･技術の維持発展が可能な方

	３．推薦依頼から認定式までの流れ
	(1) 推薦依頼
	(2)推薦書及び資料の受理 （令和３年８月２３日（月）１７時締切）
	(3)選考・認定（推薦書及び資料に基づき選考・認定）
	(4)認定式（令和３年１１月１５日（月））

	４．マイスター活動支援

	04_表紙
	05_様式第１号_マイスター認定推薦書
	06_推薦書記入要領
	推薦書記入要領
	１． 「氏名」欄には、楷書で記入し、フリガナをつけてください。
	２． 「生年月日」欄には、生年月日を記載し、（　）内に令和３年４月１日現在の満年令を記入してください。
	３． 事業所の「名称」及び「所在地」欄には、候補者が雇用されている場合は雇用事業所名及びその所在地を記入し、自営している場合は事業所名（屋号）およびその所在地を記入するとともに「事業所名」欄に（自営）と付記してください。
	４． 「職種名」欄には、認定を希望する職種を記入してください。また、名称は一般に呼称されている職種名を記入してください。
	５． 「産業名」欄には、候補者が属する産業名を日本標準産業分類によって記入してください。
	６． 「職歴」は、認定を希望する職種に係る職歴のみについて、次の要領で記入してください。
	(1)  「職歴」欄には、最終の学校名および卒業（又は中退）年月も記入してください。
	(2)  「職歴」欄には、職歴について所属事業の異なる場合はもちろん、同一事業所においても職場における職務内容、地位、役職等の異なるごとに記入してください。
	(3)  「在職期間」欄には、(1)の職歴ごとの始期と終期を記入してください。
	(4)  「在職年月数」欄には、(2)の在職期間ごとにその期間を年月単位に記入してください。「通算年月」欄には、個々の在職期間を通算した年月を記入してください。なお、重複している在職期間は除いてください。

	７． 「表彰、技能検定、競技大会、その資格、免許」欄には、認定を希望する技能に関するものについて記入して下さい。
	８． 「技能検定」、「その資格、免許」欄には、候補者の有する免許、資格及び特許または実用新案等の種類と取得年月を記入してください。この場合、自動車運転免許など技能評価と無関係のものについては記入する必要はありません。
	９． 各項目の記入欄が不足する場合は、任意の用紙に記入し、併せて堤出してください。

	参考　職業部門、職業分類及び職種(例示)



